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都
市
化
は
都
市
部

へ
の
人
口
移
動
を
意

味
す
る
も
の
で
、
異

な
る
利
害
が
衝
突
す

る
過
程
で
あ
る
。
政

府
が
提
供
す
る
公
共

サ
ー
ビ
ス
を
よ
り
多

く
獲
得
す
る
た
め
に
、

あ
る
い
は
、
自
己
利

益
を
実
現
す
る
た
め

に
、
都
市
の
住
民
は
積
極
的
に
政
治
に
参
加

す
る
。
急
速
に
進
む
都
市
化
過
程
で
は
多
様

な
利
害
の
ぶ
つ
か
り
が
よ
り
激
し
く
、
解
決

策
を
見
出
す
の
も
い
っ
そ
う
難
し
い
。
し
た

が
っ
て
、
都
市
化
に
と
も
な
う
利
害
の
衝
突

が
い
か
に
解
決
さ
れ
る
か
は
、
そ
の
都
市
ま

た
は
国
の
政
治
の
あ
り
方
に
大
き
く
影
響
す

る
の
で
あ
る
。
本
書
は
、
急
速
に
進
む
中
国

の
都
市
化
過
程
で
、
異
な
る
利
害
が
ど
の
よ

う
に
衝
突
し
、
問
題
が
い
か
に
解
決
さ
れ
る

の
か
を
政
治
学
と
社
会
学
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で

考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
正
治
学
お
よ
び
社
会
学
の
ア
プ
ロ
ー
チ
か

ら
中
国
の
都
市
化
を
分
析
し
た
研
究
は
多
数

あ
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
は
大
き
く
二
つ
に
分

け
ら
れ
る
。
ひ
と
つ
は
中
国
の
都
市
化
が
抱

え
る
独
自
の
課
題
と
経
済
発
展
の
関
係
を
分

析
し
た
研
究
で
あ
る
。

都
市
化
過
程
で
直
面

す
る
課
題
を
い
か
に

解
決
し
、
経
済
発
展

に
つ
な
げ
る
か
を
考

察
す
る
こ
と
が
こ
れ

ら
の
研
究
の
特
徴
で

あ
る
。
も
う
ひ
と
つ

は
都
市
化
に
よ
る
具

体
的
な
社
会
問
題
、

た
と
え
ば
、
農
民
工
の
問
題
、
土
地
譲
渡
過

程
の
利
益
補
償
問
題
、
都
市
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
に
関
す
る
研
究
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
は
、
異
な
る
利
害
が

ど
の
よ
う
に
衝
突
す
る
か
を
理
解
す
る
に
は

有
益
で
、
参
考
に
で
き
る
点
も
多
い
。
し
か

し
、
衝
突
と
紛
争
が
ど
の
よ
う
に
解
決
さ
れ

る
か
と
い
う
側
面
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
議
論

し
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
本
書
で
は
、
現
在

の
制
度
設
計
の
な
か
で
、
紛
争
が
ど
の
よ
う

に
解
決
さ
れ
る
か
（
あ
る
い
は
、
解
決
で
き

な
い
の
か
）
に
ウ
ェ
イ
ト
を
お
き
な
が
ら
議

論
を
展
開
す
る
。

　
第
一
章
は
、
急
速
に
進
む
都
市
化
過
程
で

大
き
く
破
壊
さ
れ
た
文
化
財
と
歴
史
的
町
並

み
を
保
存
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
社
会
運

動
を
分
析
し
た
。
運
動
を
組
織
す
る
中
心
人

物
が
既
存
の
政
治
的
機
会
構
造
を
熟
知
し
、

国
家
の
政
治
理
念
と
運
動
の
正
統
性
を
結
び

つ
け
た
こ
と
に
よ
り
、
歴
史
的
町
並
み
保
存

運
動
は
一
定
の
成
功
を
収
め
た
と
筆
者
は
指

摘
す
る
。

　
第
二
章
で
は
、
都
市
化
に
と
も
な
う
各
種

の
反
対
行
為
を
比
較
し
な
が
ら
、
政
府
、
ビ

ジ
ネ
ス
界
、
住
民
と
い
っ
た
三
者
間
の
利
害

交
渉
が
い
か
に
行
わ
れ
た
か
を
分
析
し
た
。

政
策
過
程
に
お
け
る
専
門
家
と
政
策
ブ
レ
ー

ン
の
主
張
は
制
度
的
に
は
保
障
さ
れ
た
も
の

の
、
政
策
過
程
で
優
先
度
の
高
い
ア
ジ
ェ
ン

ダ
に
は
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
住
民
は
集
団

抗
議
行
動
を
起
こ
す
こ
と
で
政
府
に
圧
力
を

か
け
る
傾
向
が
あ
る
と
筆
者
は
指
摘
す
る
。

　
第
三
章
で
は
、
民
衆
・
地
方
政
府
・
中
央

政
府
の
三
層
ア
プ
ロ
ー
チ
で
飛
び
級
陳
情
問

題
が
発
生
す
る
原
因
を
分
析
し
た
。
飛
び
級

陳
情
問
題
が
頻
発
す
る
の
は
、
地
方
政
府
の

権
限
と
責
任
の
不
均
衡
に
由
来
す
る
も
の
で
、

問
題
を
根
本
的
に
解
決
す
る
に
は
中
央
と
地

方
間
の
権
力
関
係
を
再
調
整
す
る
必
要
性
が

あ
る
と
筆
者
は
主
張
す
る
。

　
第
四
章
で
は
、
都
市
化
の
進
展
と
と
も
に

規
模
が
大
き
く
な
っ
た
タ
ク
シ
ー
業
界
を
取

り
上
げ
、
利
害
紛
争
の
原
因
と
タ
ク
シ
ー
運

転
手
に
よ
る
権
利
主
張
行
動
を
分
析
し
た
。

筆
者
に
よ
る
と
、
利
害
紛
争
の
原
因
は
政
府

に
よ
る
不
当
な
規
制
と
独
占
的
な
産
業
構
造

に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
。
タ
ク
シ
ー
運
転

手
は
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
権
利
を
主
張
す
る

が
、
公
式
な
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
乏
し
い
こ
と
か

ら
、
そ
の
声
は
政
策
決
定
者
に
届
か
な
い
。

そ
こ
で
、
運
転
手
ら
は
集
団
の
力
で
行
動
す

る
よ
う
に
な
り
、
社
会
運
動
の
特
徴
が
み
ら

れ
る
と
筆
者
は
い
う
。

　
第
五
章
で
は
、
政
府
が
主
導
権
を
握
っ
て

設
立
し
た
物
流
協
会
を
取
り
上
げ
、
政
府
と

協
会
の
関
係
を
分
析
し
た
。
物
流
企
業
が
高

度
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に
業
界
団

体
を
通
じ
て
行
政
に
働
き
か
け
る
一
方
、
行

政
側
も
業
界
団
体
を
通
じ
て
企
業
の
要
求
と

市
場
の
動
向
を
把
握
す
る
と
い
う
良
好
な
関

係
が
構
築
さ
れ
た
と
筆
者
は
主
張
す
る
。

　
第
六
章
で
は
、
軍
隊
と
社
会
の
関
係
が
大

き
く
変
化
す
る
な
か
、
国
土
防
衛
と
治
安
維

持
の
間
で
揺
れ
る
人
民
解
放
軍
の
変
化
を
と

ら
え
て
い
る
。
筆
者
は
、
国
内
社
会
の
リ
ス

ク
増
大
が
、
人
民
解
放
軍
の
主
要
任
務
、
お

よ
び
社
会
と
の
関
係
に
み
ら
れ
る
変
化
を
説

明
す
る
最
も
重
要
な
要
因
で
あ
る
と
主
張
す

る
。

　
中
国
の
都
市
化
を
理
解
す
る
に
は
、
イ
ン

タ
ー
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
の
共
同
研
究
を
通
じ
て

都
市
シ
ス
テ
ム
を
分
析
す
る
必
要
性
が
あ
る
。

本
書
は
そ
の
第
一
歩
と
し
て
、
政
治
学
と
社

会
学
の
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
変
化
す
る
都
市
シ

ス
テ
ム
を
考
察
す
る
も
の
で
あ
り
、
今
後
の

都
市
研
究
の
土
台
作
り
と
位
置
付
け
た
い
。
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